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格子交点溶着型および一体型ジオグリッドの 
土中引抜き抵抗特性の比較 

 

 

澁谷啓1・片岡沙都紀2・植松尚大3 

 

 近年，地震や豪雨に強く，低コストで環境負荷軽減に寄与する全く新しい発想の盛土工の開発の手始めとし

て，長期的に自硬性を有する重質な鉄鋼スラグを用いた盛土に関する研究を進めている．当該工法では，締固

めた鉄鋼スラグ盛土内にジオテキスタイルを敷設することで，耐震性が高く，優れた変形追従性能を有する鉄

鋼スラグ補強土をイメージしているが，まずは，用途に適したジオテキスタイルの種類および設計値としての

ジオテキスタイルとスラグ盛土材との引張り抵抗力を求める必要がある．そこで本論文では，室内引抜き試験

装置を用いて，格子交点のタイプとして，溶着型2種類および一体型2種類の計4種類のジオグリットと未固

結・気乾状態の締固めた鉄鋼スラグとの引抜き抵抗特性を比較検討している． 

 

キーワード：ジオグリッド、格子接点，鉄鋼スラグ，土中引抜き試験 
 

 

１．はじめに 
 

 近年，豪雨や地震による道路・宅地盛土の被害が後を

絶たない．平成 16年の台風 23号による被害調査報告 1)

によると，豪雨による盛土被害は，いわゆる片切・片盛

施工による谷埋め盛土や腹付け盛土に集中していた．ま

た，平成 23 年に発生した東北地方太平洋沖地震では，

地震による宅地盛土での被害が甚大であったことが報告

されている 2)．一般に，補強土壁工法は耐震性が高いが，

盛土本体の締固めが不十分な場合には壁面工に変状が生

じ，修復が容易でないのが弱点である 3)．よって，今後

の大規模地震の備えるためには，従前よりも耐震性能に

優れ，かつ変形追従性能を有する粘り強い補強土壁の研

究開発が強く望まれている．  

近年，自然由来の天然砂や砕石は限られた資源であ

り，天然資源保全の観点から，リサイクル材料としての

鉄鋼スラグの価値が高まっている．鉄鋼スラグは粒子の

かみ合わせが良く，自硬性により高い強度と剛性が期待

できるため，土木分野では路盤材等に多用されている．

筆者らは，鉄鋼スラグの土木分野への利用促進を目的に，

これまでに鉄鋼スラグを用いたL型スラグ擁壁の研究開

発を行っており，鉄鋼スラグが有する自硬性が補強土全

体の性能の向上に寄与することを確認している 4),  5)． 

本研究では，鉄鋼スラグ盛土内にジオグリットを敷

設することで，より地震に強く，優れた変形追従性能を

有する鉄鋼スラグ補強盛土工を研究開発することを目的

としている．そのための基礎研究の一貫として，この種

の用途に適したジオテキスタイルの種類および設計値と

してのジオテキスタイルとスラグ盛土材との間の引張り

抵抗力を求めた．具体的には，室内引き抜き試験装置を

用いて，格子交点が溶着型 2種類および一体型 2種類の

計 4種類の目合いが異なるジオグリットと未固結・気乾

状態の締固めた鉄鋼スラグとの引抜き抵抗特性を比較検

討した．また，一連の試験では，使用した鉄鋼スラグの

粒径を変化させ，引抜き抵抗特性に及ぼすスラグ粒径の

影響についても調べた． 

 
 
２．試験概要 
 

(1)土層内試料 

 本研究には，粒子密度s=3.294g/cm3，初期含水比

w0=5.4%の未固結状態の鉄鋼スラグ（転炉スラグ）を用

いた．粒径加積曲線を図－１に示す．なお，一連の引抜

き試験では，スラグの粒径とジオグリットの目合いとの

兼ね合いを検討するために，粒径が9.5mm以下と9.5～
30mmの2種類の試料を使用した．図－２は，粒径が

9.5mm以下の鉄鋼スラグの締固め曲線であり，最大乾燥

密度d max=2.319g/cm3，最適含水比wopt=11.2%を得ている．

なお，土槽内にスラグを充填する際には，粒径が9.5mm
以下の試料では，最適含水比状態で締固め度が90%とな

るように密度調整した．一方，9.5mm～30mmの試料は

締固め試験ができないため，手動の小型タンパーを用い

てできるだけ密に充填した．その際の乾燥密度を算出し

たところ，d=1.76g/cm3程度であった．  

 9.5mm以下の試料では，一面せん断試験により強度定 
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数（粘着力c，内部摩擦角）を求めている．その際の応

力－変位関係および鉛直応力とせん断応力の関係を図－

３に示す．図より，鉛直応力とせん断応力の関係から鉄

鋼スラグの強度定数はc=43.2kPa，=40.6°であり，土材

料と比較して非常に大きな値を示していることが示され

た． 

 交点一体型Ａ 交点一体型Ｂ 交点接着型Ａ 交点接着型Ｂ 

形状 

 

材質 アラミド繊維 高密度ポリエチレン 延性ポリプロピレンテープ 高強度ポリエステル繊維 

 高密度ポリエチレン  
エチレン・酢酸ビニル共重

合樹脂 
ポリプロピレン樹脂 

目合寸法 

(縦×横) 
50mm×28mm 265mm×22mm 80mm×40mm 40mm×40mm 

結合点の

厚さ 
約4mm 9.7mm 約4mm 約4mm 

破断強度 195.6kN/m 192.2kN/m 137.9kN/m 104kN/m 

敷設幅 280mm 250mm 250mm 280mm 
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図-１ 鉄鋼スラグの粒径加積曲線 
図-２ 鉄鋼スラグの締固め曲線（粒径9.5mm以下） 

表-１ 各種ジオグリットの性状 
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図-３ 一面せん断試験結果（スラグ粒径2mm以下，左：応力ひずみ曲線，右：鉛直応力とせん断応力の関係） 
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(2)ジオグリット 
 表－１は本試験で使用した各種ジオグリットの性状で

ある．今回の引抜き試験には，ジオグリットの破断強度

が100~200kN/mと高強度の材料を使用している．また，

格子交点一体型2種類（以下，一体型A，Bと示す），交

点溶着型2種類（以下，溶着型A，Bと示す）を用意した．

また，それぞれの材料で目合いの大きさが異なる． 
 
(3)試験方法 
 引抜き試験装置を写真－１に示す．土層のサイズは幅

345mm，長さ490mm，高さ170mmであり，引抜き口の大

きさは使用したジオグリットの結合点の厚さを考慮して

10mmとしている． 
図－４は，ジオグリット敷設の様子を示したもので

ある．ジオグリットは土槽中央に敷設し，ジオグリット

の変位を測定するために，土槽中央および端部より約

50mm（交点一体型Ｂのみ35mm）離れた箇所の計3か所

にピアノ線を固定し，土槽後方から取り出してジオグリ

ットの変位を測定した（図－４の①～③）．引抜き試験

時には，上方から空気圧によって一定で異なる鉛直応力

（50，100，200kPa）を載荷し，土槽前方より取り出し

たジオグリットをクランプで固定したのち，1mm/minの
速度で引き抜いた． 
 

 

３．試験結果および考察 
  

図－５はジオグリットの変位を測定した3か所のうち，

引抜き側から一番遠い箇所（図－４中③の箇所）で測定

写真－１ 引抜き試験装置 

引抜き方向（1mm/min） 変位の測定箇所 

図－４ 敷設したジオグリットの概略図（上面図） 

50mm 50mm 195mm 195mm 

① ② ③ 

引抜き方向（1mm/min） 変位の測定箇所 

35mm 35mm 210mm 210mm 

③ ② ① 

＜交点一体型Ａ，交点溶着型Ａ，Ｂ＞ 
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図－５ ジオグリットの引抜き変位と引抜き力の関係
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した引抜き変位量と引抜き力の関係を鉛直応力毎に示し

たものである．図より，とりわけ交点一体型Bが，他の

ジオグリットよりも大きな変位量を示していることが分

かる．引抜き後のジオグリットを観察すると（写真－２

参照），交点一体型B以外では被覆材が剥がれて芯材が

出ていたが，交点一体型Bではそのような兆候はなかっ

た． 

図－６には，各変位測定点でのジオグリットの伸び

率と引抜き力との関係を示す．なお，引抜き変位の伸び

率 は以下のように算出した． 

初期長さ）（隣接する２測点間の

伸び）（隣接する２測点間の
  

 

なお，隣接する2測点間の初期長さは，図－４から交点

一体型Bが210mm，それ以外のものに関しては195mmで

ある．図より，交点溶着型の一部で伸びが大きく示され

ている箇所があるものの，全体的に交点一体型のほうが

ジオグリットの伸びが大きい傾向が伺える．写真－２か

らも明らかなように，交点溶着型では溶着交点が引抜き

後に剥がれている箇所が数多くあり，このことが伸び率

に影響を及ぼしていると考えられる．また，どのジオグ

リットにおいても引抜き側（測定点①－②間，図－６中

実線で示す）で伸び率が大きいことから，ジオグリット

の伸びが引抜き側に集中しており，相対的に引抜き力が

大きくなっているようである． 

図－７は，各種ジオグリットの引抜き時の摩擦強さ

pmaxと垂直応力との関係を示したものである．ここで

引抜き時の摩擦強さの整理方法として，地盤工学会指針
6)では，最大引抜き抵抗力をそのときのジオグリットの

敷設面積の2倍で除して求める全面積法と，ジオグリッ

トの引抜き限界抵抗長の範囲でのみ，試験片の両面で有

効な引抜き抵抗力が発揮されたと想定して算出する有効

面積法とがある．本試験では，鉛直応力が50kPa以上と

比較的大きな応力で引抜き試験を実施していること，試

験後に交点溶着型のジオグリットの一部が破断していた

ことなどを考慮して，2つの手法で整理した結果を示す． 

図中の全面積法および有効面積法での引抜き摩擦強

さの算出には，以下の式を用いた． 

（全面積法） 
LB

F
p 


2

max
max                 (1) 

（有効面積法） 
T

TE
p LB

F




2max                 (2) 

 
)tan(2  


cB

F
L U

T
  (3) 

交点一体型Ａ 

交点溶着型Ａ 

交点一体型Ｂ

交点溶着型Ｂ

写真－５ 引抜き後のジオグリットの様子（=100kPa） 
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ここで，式中におけるpmaxは引抜き摩擦強さ（kPa），

Fmaxはジオグリットの最大引抜き力（kN），FTEはジオグ

リットの最大引抜き有効抵抗力（kN），Lは引抜き抵抗

長（m），LTは引抜き限界抵抗長（m），Bは供試体幅

（m），FUはジオグリットの破断強度（kN），cは一面

せん断試験より算出した鉄鋼スラグの見かけの粘着力

（kPa），は鉄鋼スラグの内部摩擦角である．なお，有

効面積法にて整理するにあたっては，c，は図－３より

c =43.2 kPa，=40.6°としており，FTEはFmaxとLTの部分よ

りも後方で発揮される抵抗力の差としている．  
図より，試験後に交点が剥離した溶着型において，

全面積法ではどの鉛直応力でも同程度の摩擦強さとなっ

ていたものが，有効面積法で計算すると鉛直応力依存性

に顕著な違いが見られる．このことを考慮して，有効面

積法において各々の強度定数を比較したところ，一体型

Aで鉄鋼スラグとジオグリット間の引抜き摩擦角が 
=36.2°と最も大きな値を示しており，優れた摩擦特性を

示していることがわかる．一方，交点一体型Bは交点一

体型Aよりもは小さいが，見かけの粘着力c が大きい．

一方，2種類の交点溶着型ジオグリッドのは，一体型A
と比較して8°程度も小さい． 

ジオグリットの引張補強効果について，補強材と土

粒子との関係に着目したものはこれまでも検討されてい

るが7) 8)，本論文では強度定数c，が土質材料と比較して

図－６ ジオグリット引抜き変位の平均伸び率と引抜き 

   力との関係（スラグ粒径9.5mm以下） 
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図－７ ジオグリットの引抜き摩擦強さと垂直応力との 

関係（スラグ粒径9.5mm以下，赤：全面積法， 

青：有効面積法にて整理） 

0

100

200

0 100 200 300
0

100

垂直応力(kPa)
引
抜
き
摩
擦
強
さ

(k
P

a)

＜交点一体型＞

c=2.4kPa
°

c=33.8kPa
°

c=105.4kPa
°

c=64.6kPa
°

A

B

0

100

200

0 100 200 300
0

100

垂直応力(kPa)

引
抜
き
摩
擦
強
さ

(k
P

a)

＜交点溶着型＞ c=25.4kPa
°

c=26.5kPa
°

c=98.5kPa
°

c=77.9kPa
°

A

B

- 23 -



 

6 

非常に大きい鉄鋼スラグにおいて，粒径を変化させた場

合にジオグリットの目合いが引張補強効果にどの程度影

響するのかを検討するために，鉄鋼スラグの粒径が

9.5mm～30mmについても同様に土中引抜き試験を実施

した． 
図－８には鉛直応力が50kPa時における各測定点にお

けるジオグリットの引抜き変位の平均伸び率と引抜き力

の関係を示す．この結果から，交点一体型のほうが溶着

型よりもジオグリットが大きく伸びていること，その傾

向はスラグ粒径が9.5mm以下のものに比べるとより顕著

であることなどが確認できた．加えて，9.5mm以下の試

料では、引抜き力がピークを示していたが9.5mm～

30mmの粒径を用いた試験結果では、いずれの試験にお

いてもピークを示していない． 
図－９には，鉛直応力が50kPa時における各変位測定

点でのジオグリットの伸び率と引抜き力との関係を示す．

これより，交点一体型Bでの伸び率が他のジオグリット

と比較すると大きくなっており，その差はスラグ粒径が

9.5mm以下で示した図－６の結果よりも顕著であった． 

図－８や図－９に示された結果を考察するために，

引抜き試験後のジオグリットの様子を確認すると（写真

－３参照），まず交点溶着型の2種類に関しては目合い

にスラグが挟まって接合部が剥がれていたことが確認で

きた．よって，試験中にスラグが目合いに挟まって接合
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図－８ ジオグリットの引抜き変位と引抜き力の関係

   （スラグ粒径9.5mm～30mm） 

図－９ ジオグリットの引抜き変位の伸び率と引抜き力

との関係（スラグ粒径9.5mm～30mm） 
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交点一体型Ａ 交点一体型Ｂ

交点溶着型Ａ 交点溶着型Ｂ

写真－３ 引抜き後のジオグリットの様子（スラグ粒径9.5mm~30mm，＝50kPa） 

部が剥がれたことにより引抜き力が低下したものと考え

られる．一方，交点一体型においては，交点一体型Bの
目合いが大きいことから，敷設面積におけるジオグリッ

トの目合いと鉄鋼スラグとのかみ合わせ箇所が交点一体

型Aよりも全体的に少なく，その結果摩擦強度が低くな

っている可能性が考えられる．以上の結果を踏まえると，

今回実施した鉄鋼スラグとジオグリットとの摩擦強度に

関しては，ジオグリットの格子交点が一体となっている

構造が有利であること，同じ一体型でもジオグリットの

目合いと使用するスラグの粒径との関係によっては、摩

擦特性が低下することなどがわかった．  
 
 

４．まとめ 
 
本研究では，格子交点が溶着または一体となってい

る目合いの異なるジオグリットを用いて，締固めた未固

結の鉄鋼スラグ中における引抜き抵抗を測定し，引抜き

摩擦強さや引抜き変位にどのような違いが生じるかを検

討した．その結果，鉛直応力が大きくかつ鉄鋼スラグの

ように粒子径が砂礫に相当し，粒子の噛み合わせが良好

で材料の強度が大きい場合には，ジオグリットの格子交

点が溶着しているものでは試験中に溶着点が剥離してし

まうため不適であり，一体型の方がより優れた摩擦特性

を示すことが確認できた．また，一体型のジオグリット

においても，目合いの大きさによってはスラグが上手く

かみ合わず，摩擦強度が小さくなってしまうこともわか

った． 

今回の結果から，仮に鉄鋼スラグのように材料自体

の（c，）が大きい材料で，かつ鉛直応力が大きくな

る高盛土にジオグリットを引張り補強材として使用する

場合には，交点一体型のジオグリッドが適しており，さ

らに目合いが材料の粒径に対して適切であるかどうかが

検討項目として重要であることが分かった． 
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A COMPARISON OF PULL-OUT SHEAR RESISTANCE OF  
BONDED AND EXTRUDED TYPES OF GEOGRID 

 
Satoru SHIBUYA, Satsuki KATAOKA and Shoudai UEMAMATSU 

 
   In the authors’ laboratory, the development of a completely new type of embankment by using heavy steel slag as 
the fill material has recently been underway with missions to achieve low-cost, environmentally tender and high 
resistance against earthquakes and heavy rainfalls.  In the image of this reinforced embankment, geotextile sheets are 
placed in the compacted steel slag so that a high earthquake resistance, together with significant flexibility against 
deformation of the foundation soil may be achieved. However, little information is available as to the type of geogrid 
appropriate in the steel slag as well as the in-slag shear characteristics of the geogrid. In this paper, a comparison of 
pull-out shear force resistance of bonded/extruded types of geogrid is made in pull-out test in the laboratory.  
 
KEYWORDS: Geogrid, Bonded/Extruded Type, Steel Slag, Pull-out Test 

- 26 -


	00-特別講演-原稿_final-再修正141115.pdf
	01-E材料 7-山中光一-再修正原稿141112.pdf
	02-E材料 12-澁谷啓-修正原稿.pdf
	03-E材料-20木全卓-修正原稿-141028.pdf
	04-E材料 35-Duong-再修正原稿141114.pdf
	05-B構造・維持管理-1佐藤厚子-修正原稿101104.pdf
	06-A_構造 4-藤井公博-修正原稿141027.pdf
	07-A構造_9-松山眞三-修正原稿141024.pdf
	08-A構造-25中村努-修正原稿141104.pdf
	09-A_構造 37-龍岡文夫-修正原稿-141023.pdf
	10-C 防災・堤防 10- 多田毅-宮田喜壽-修正原稿141024.pdf
	11-C防災・堤防 27-松島健一-修正論文141030.pdf
	12-C防災・堤防　6-工藤敦弘-修正原稿141027.pdf
	13.pdf
	名称未設定-2 のコピー 1.pdf
	名称未設定-2 のコピー のコピー 1.pdf
	名称未設定-2 のコピー のコピー のコピー 1.pdf
	名称未設定-2 のコピー のコピー のコピー のコピー.pdf
	名称未設定-2 のコピー のコピー のコピー.pdf
	名称未設定-2 のコピー のコピー.pdf
	名称未設定-2 のコピー.pdf
	名称未設定-2.pdf

	14-C防災・堤防15-辻慎一朗-修正原稿-141030.pdf
	15-C 防災・堤防　16- 齊藤啓-修正原稿141022.pdf
	16-D防災・液状化 19-小原隆-修正原稿141028.pdf
	17-B構造・維持管理 8-荒木裕行-再修正原稿141030.pdf
	18-B構造・維持管理-3-渡部健-修正原稿141024.pdf
	19-B構造・維持管理 14-平川大貴-修正原稿101431.pdf
	20-B構造・維持管理　29-川口貴之-修正原稿141025.pdf
	21-B 構造・維持管理 30- 藤田智弘-修正原稿141030.pdf
	22-F水・環境_2-安達隆征-修正原稿101431.pdf
	23-F水・環境 5-川井晴至-再修正原稿141111.pdf
	24-F水・環境 23-下田宏治-奥村祐司-再修正原稿141112.pdf
	25-F 水環境 32-河村隆_修正原稿-141024.pdf
	26-E材料-33佐藤研一-修正原稿141105.pdf
	27-A構造 41-白仁田和久-修正原稿141030.pdf
	28-A構造 42-山崎貴之-修正原稿141022.pdf
	29-A構造 21-佐々木徹也-修正原稿141027.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




